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展延性をもっ純クロムの試作に成功．

…一基礎研究から実州化研究へ一一

　ク1コム‘土オ・）カ｛1，1目一6も上ヒ11改111勺淡沙；＝にy）ぐまオし，メ

ッキや耐’熱，耐食命金の添〃l1元燕として広く川い

られてぎたo　しかしク刊ムは商洞．強度，耐’酸化性

等優オした性質をもってし・るにもかかわらず，棚め

てもろいために，それ白休またはクロム基合金と

して突川化さオLるに至らなかった。ところが近年

各国において純クロムの研究が・進むにつれて，こ

のようなもろさが徴量不純物の影響によるもので

左〕ることが次第に明らかにされてきたo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1図

　　　クロム藺菱　　〒匡兼子’ド」」山　　フ択　　手先

　　水溶液の’■一　　の　　1』’　　　　　’“水素遺尤

　　雪匠荊年　　　　　言容咋弄ラナ螂1　　車乞　　域ミ

　しかし，従来の突鹸設伽iは小蛆棋で些）ったため

斉師の物川灼，機佃舳勺秋験をイ’j＝うには不充分でお

ったので，今年度においては，電解，水索遺元，

溶解設肺の拡大新設を計画している。なおこのク

1ゴムを利」1］して耐熱，耐食ク向ム合．金の’1圭1≡能向」二

と剰’1’1化の研究にも着手する一っ

高純度ク1ゴムの一製造1」．1程

　　　　アーク炉　　軟　　鋼

　　　」’　による　凹｝シースに

　　　　溶解封入　　　　．．．．＿．．．＿＿．．．．　1　　＿、．＿

熱

鍛　　遊

1－r三　延

板

叉は

俸

　従来より突川されているクロムはテルミット法

で製造されたものでかなり不純物を含む。また岐

近｛っが国でもユ’二薬化さ易しるようになったクロム閉

ばん浴電解法によるものでも99．2％程度の和屯度で

おって，未だ充分の延一1生をもっていない。

　　　　　　第2図　　　　　　　第2郁では室

　　　　　幽U’’洲剣二．上5応力一孟鮪　　汎で腿・れた処例…

、、1l　　　　　　　をもつクロムを
ノ圭（　　　　　　　　　／’　　　　得ることを日腺

嚇　　　　　　　　一一！二　　　　として研究を干1』・
い’’εo

応　　　　　　7　　　　　　　、、てきたが，第‘
寸r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1図に示すよう

　40
　　　　　　　　　　　　　　　　　　な」．二程て一延悩≡ク
　　　　u　・3　　　　言式験泥度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ゴムの製造に成
　　　　　　　　　　α　室　凋
　ノ＝’■　　　　　　　　4　－2阿　　　　　　功した。

　　　　　　　　　　〔　・一33℃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すなわち瓶解

　　○　止一！　　、’　　、一　　　条件は浴紺成

　　　　　　　一MU伽舳）　c．o，3009／1，

S0－39／1，｛’．榊計度60～80■＝℃，電流飾度80～100A

／dm」で，　このカ法によって得一られたクロムは金

属不純物を殆んど含まないが水素，酸索，窒素等

のガスを含むのでこれを除去するため，　1300℃

以．1二の荷汎で水素遺元処」理を行ったOこのク1ゴム

は1一πず試験の糾言果雛2図Oこ示したよう｝こ一30oC

においてさえなお延1ト．llを示した。

耐熱合金の析出物の

　スチームターピンや

1篶1，lll「
の種類が発表されてい

るが，それらはすべて
　　　　　　　　　　　　　　‘写；τ　1．　司王子・剴＝｛畝書蛙偶｛

高温度における強度を　　（S8］6の舳物の一例）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30．OOOx％

増大させるためにMo，V，W，Nb，Ti等の炭

化物，窒fヒ物，金属問化合物を形成する元索が

添加されているが，未だその挙動は充分刎かに

なっていない。耐熱材料の改⊥込のためには，そ

の■挙動を明かにする必要がある。

　第1’部では耐熱合金が高湖．度で」，芯力を劉・寸る

場合，特にクリープ印におけるこれら析1．H物の

変化を調べている。すなわ’ち繭々の時間までク

リーブさせた試料およびい」淑度でクリーブを受

けない試料について，電解分離によって析山物

を拙川分離し，その析川最およびX線，電子1nl



軸受鋼の耐久性を探る

一＾1’o
鳩姐性1坦気”jl・同

一’80

■Iπ

’七一2（10 1 、負割否解鋼

〃’

伽一一220
主リ

ノ

衙・T〕…240

一260 し．
　　　o』’’一レ’’｛L

一2臼0

　’ノ㌔、

1

SKF鋼ノ

’

・一300 d

ユ
焼 780舳伽榊860δ61
帥　　11・｝　1 一．目喧 ‘or・1

　ilili1受鋼の耐久1ヒl1の研究の一二雌として旭解分鮒に

よるセメンタイトの挙醐を調べた。

　ili111受鋼のセメンタイトを電解分離する際にS　K

F鋼は狼」山が人沐完企に溶解してセメ・ソタイ．．トを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　純粋に分陶“1でき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るが，1目j～’偉塩某

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性電気炉鋼およ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o｛｝；竺皇詐容チ解釜岡o工

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蜘山の一・一郁が未

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溶解のまま剥離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して残査のI＝1］に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　混入してくる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こo）現象は電解

　　　　　7808ω榊0佛0860δ60　にl1祭して基」’山0）
　　　垂咄　　り穿」入帰嗅．　（て〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f匡付二とセメソタ

　　　　　　　節］’1判　　　　　　イトの電位との

1川舌こおま’）大さ・い弟がなしぺたy〕吾こ二帖こるσ）ではな

いかと考えらオしるが，突際に電解の際の爽而〒匡位

を洲■j定し’た納果はそのとおりで左）った。表而電位

の洲定には勉利カロメル電棚を使川したo第1図

本態と挙動の追求

　判’＝2．何左の折111物の一亙予・
　　厄，■也刊虫

電流密度は減少するとともに収率はilIj1舳コ勺に州

加する。従って以’’ドの突験には砥流締皮をユ2．5

mA／cm日，坤．閉変浪皮1Nとし〒皿舳11j州一を481舳1’1

とした。

　S816の800．Cにおいてクリーブさせたもの’

とさせないものの伽度の変化については数時1削

後｝こ急州し，　以後約ユ300時閉まで吊斬州してい

る・クリーブをさせたものとさせないものの差

はほとんど兄られない。また写貞は800oCにお

けるクリーブi試験1・1’1の析111物の・一・つの電丁獺微

銚｛象とその〒匠丁川灯像でよ）る。

〃〒，　介イ左ク）剤［辛破，　側1’吏

箏を洲べているo」肌在

○よS816o）干匠∫O年ク♪肉阯o）

蚊良条件を求めた結果

塩酸濃度1N附近で収
率（1ダW雌／電解減’鼠×

100％）は蚊大であり，

一は’岨流を流さないとぎの三二1師側’σ）巾111受孟岡の表m旭

位の洲定他で，仙、1は概1準旭概の電位を0として表

しておる。すなわち，　（一）になるほと“旭位はリ11・

　（」b鵬c）で，その鋼は旭解において溶解し易い・

∴、“∵一1二

　　　　　　　　　　藁空・茅壬塀一窺言］
　　　一160

　　　＿260　　　」⊥⊥一一一」一　　L↓一一」一一一」一一

　　　　　〇　1　2　3　4　5　6　7　8
　　　　　　　　　　翻声千o彗聞　（hr〕

　　　　　　　　　　　　猟2図

次に第2図は焼鈍鋼について電解を行いながら，

各鋼0）表而電位を汕11定した4）ので表）るがやはり」S

KF釧が仙の1二干1脳1の鉗」に比べてずっと．リll・でよ）る

ことがわかる。焼人鋼においては各鋼剛川の差は

かなり小さくなっているが，やはりSKF鋼が』■r圭

も卑で左）る。SKF鋼は他の二魎類の鋼に比べて

Cu，Niが少ないのでこのことが電位、の低い原1須か

もしれなし・oしかしSKF鋼は酸11‘・1三平炉鋼で茗；）り，

こク）現敦の原閑が．拠鋼法や原料♂⊃柵拠などに．しる

ものでま）ればll：lll1受鋼の耐’久性と何らかの洲系をも

っと■考えられ映■味0）ぷ）る川」迦と、1一，オ）れる。なお’旭

解分鮒によって」反り川したセメントタイトを節3

図吾こ示凹ヨ」o　（c」　o）」’舌〕I』ll‘1三千匠今て炉i垂1岡｝工　（a）　　（b）

に比して著しく球状化が不揃いで，かつ炭化物以

外の介在物が陽棚残溶に’可成り漉人してくる。

F8　　　　一
　　　○
　、レ

　1μ

　　　［’b）　｝；7』獅i1言容卯紗閉　一・

　　　　　　　lO，OOOXX

、浸；＝；　　1

．受
　　　　　‘
　　　　’
　　　　1＾

　　　　H

一・（a）SKF鋼　ユ．O，OOOxκ

　　，’’9

　　　　　　　　　　　　．で

　　　　　　　　　8・

　　　　　　　　　　，　　■

　　丁　・○

■・一（C）榊1肚一1・に多（炉棚

　　　　　］．O，OOO×X

　　第31：～1



処物別三1三 一災研究設1」桁・ 覧表

　｛L　　　　牛勿　　　　1く　　　　ク｝

淋解鍋」ドリ｛蛾．’il1場
　　1　1i許■干　　淋　舳　榊」li一」‘鹸

11121｛脩　fL’’1二1分．牛」〒，；｛

十幾牛岐ドf午1二上」以

　1．榊幟1・吠川1」」，H川1リ撒～

　2附一j三　　蛛　　牢

材辛：1・試j験」場

　1．階　材　・　　験　」場
　211針　衡貝11舳11チ燃（■1野定．〕

非鉄’・火鹸上易

　非　鉄　金　＾1コ｛　材半：1・σ）1容角年

　鍋　　逃・lli　延・片、■」1殊　溶　解

ヨl1｛政峻1式激1』1易

倉」lliソ史木1二』場

　　1」■榊1三1一パj1・二11二’’〕’1り嚇牢に使」ll．〕

1’・1モ

　1l；十■1

ll12陪

　　　数

600
　　500

　　1U　O

イ30

500

250

180

’1S　O

　　　．＝i三　映＝　一没　巾肺（眺人1㌔定、

　　ガ’ス分析裟1｝’1’1・炭素，　硫典定1－1裟1“Il－l

　　l「螂』人手平

　　r■’くツクマン．比一1じ比jl！、1’i・■、㌻

〃ピ桝・幣7ライス・シエーパー・変沌リ」1析機

（．、」G・E■’1，1’じ人X線1111〃裟i1一’111・

一■じニゴ・凸舳碑負穿；’亘・X矛泉111川丁｝とil㍉『1＾，1ト

（1’〕クリーブi試聾改機・「）クリー一フ’破1断．試蜴灸モ幾・

万能．試験機・疲れ試験機・舳御州■11川■ミ．武験

機箏

○工｛｛空淋解炉川〕kg／

ユ1〔空アーク均i‘lOk喀1
小瑚⊥l1延機
クロム、吐角年裟11≒、■1■巧｛

1い一■；■4磁気1’架傷機・（⊃肚1’τ・波傑侮幟

二1二・側1ηX線装il’IlIl・

戎流分析装i干’’＝・（’’1〕ポーラログラフ箏

l1臼禾1132‘r3月’至見イ1≡ ○rl」は榊n31fll」五に鮒入

）．ピ　　㌻＝且

二・戸　　工111

1人」

1昭和32｛＝卜度予算およひ叱亡＝1

総　　害1て

人f「1快

庁　　11，～

舳ゴビ炊

研允十没舳

1昨oili火

加j．没　ゼ，土

80一名

千1Il

213，894

26，895

14，938

96，99！

39，000

36，070　（．改i修　1．一’」ゼ．’

改修工事

着々進行

鯛
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